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TNF阻害薬治療中には TNF阻害薬に対する抗薬物抗体ができることが知られて

います。この論文は非感染性ぶどう膜炎治療における抗薬物抗体のレベルと血

中薬物濃度や治療への反応性について報告されている論文です。非感染性ぶど

う膜炎 54 症例（アダリムマブ 42 例・インフリキシマブ 12 例）における抗薬物

抗体を検討したところ、インフリキシマブ投与例では抗薬物抗体が検出された

症例はなく（これは少数例であったためと考察されています）アダリムマブ投与

例では 35.7％で抗薬物抗体が検出されました。治療への反応性が良好である群

で血中薬物濃度が高い傾向にあり、不良な群で抗体ありが多い傾向がみられま

した。また、抗体ありの症例は抗体なしの症例と比べて有意に血中薬物濃度が低

かったこと、免疫抑制剤（特にミコフェノール酸モフェチル）を併用していた症

例では併用していなかった症例に比べて血中薬物濃度が高い傾向にあったこと

などが報告されています。日常臨床において血中薬物濃度や抗体が測定できる

ようになれば、その結果により薬物投与量を調整したり他剤の切り替えの目安

にしたりすることで個々の症例に応じた治療に応用できる可能性を示したご報

告だと思います。現在のわが国のぶどう膜炎診療では使える生物学製剤もその

投与量も限定的ですが、症例毎に消炎に必要な薬剤の種類と量は異なると思わ

れますので様々な症例に対して幅広く治療を選択することが可能になれば理想

的です。 
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